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再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書

再
就
職
等
監
視
委
員
会
は
、
国
家
公
務
員
の
退
職
管
理
に
つ
い
て
調
査
と
勧
告
を
行
う
組
織
と
し
て
、
国
家
公
務
員
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
委
員
会
の
委

員
長
及
び
委
員
が
い
ま
だ
選
任
さ
れ
ず
、
実
質
的
に
同
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
年
十
月
二
十
一
日
に
国
会
に
提
示
さ
れ
た
国
家
公
務
員
等
の
同
意
人
事
案
に
は
、
「
再
就
職
等
監
視
委
員
会
」
の
委
員

長
及
び
委
員
の
人
事
案
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

�

今
回
の
同
意
人
事
案
に
お
い
て
、
提
示
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

�

鳩
山
内
閣
か
ら
菅
内
閣
に
か
け
て
、
十
三
か
月
も
の
間
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
同
意
人
事
案
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
理
由
は
何
か
。

�

今
国
会
中
に
追
加
的
に
同
意
人
事
案
を
提
示
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

二

「
再
就
職
等
監
視
委
員
会
」
の
委
員
長
及
び
委
員
が
空
席
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
先
の
通
常
国
会
で
階
総
務
大

臣
政
務
官
（
当
時
）
は
、
「
（
同
委
員
長
及
び
委
員
を
任
命
せ
ず
、
実
質
的
に
委
員
会
を
）
設
置
し
な
い
状
態
が
長
期
間
続

一



け
ば
違
法
状
態
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
た
。

�

こ
の
場
合
の
「
長
期
間
」
と
は
、
ど
の
程
度
の
期
間
を
指
す
の
か
。

�

政
府
と
し
て
、
現
時
点
で
委
員
長
及
び
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
違
法
状
態
に
あ
る
。
」
と
認

識
し
て
い
る
の
か
。

三

十
月
十
二
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
蓮
舫
公
務
員
制
度
改
革
担
当
大
臣
の
答
弁
に
つ
い
て

�

再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
委
員
長
も
委
員
も
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
蓮
舫
大
臣
は
、
「
こ
れ
が
今
現
在
動
い
て
い
な

い
と
い
う
の
は
、
我
々
が
野
党
の
と
き
に
も
、
そ
の
当
時
の
政
府
で
あ
り
ま
し
た
自
民
・
公
明
政
権
の
と
こ
ろ
か
ら
同
意

人
事
事
項
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
再
就
職
等
監
視
委
員
会
に
は
あ
っ
せ
ん
承
認
機
能
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
て
、
我
々
は
、
委
員
会
と
し
て
適
切
で
は
な
い
と
し
て
、
反
対
を
し
て
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と

答
弁
し
た
。

再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
有
し
て
い
た
あ
っ
せ
ん
承
認
機
能
は
、
「
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
等
を
定
め
る
政
令
」
（
平
成
二
十
一
年
四
月
三
日
政
令
第
百
十
六
号
）
に
基
づ
き
、

昨
年
末
で
失
効
し
て
い
る
。
民
主
党
が
、
か
つ
て
反
対
し
て
き
た
理
由
は
消
滅
し
た
と
考
え
て
い
い
か
。

二



�

蓮
舫
大
臣
は
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
監
視
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
旨
の
答
弁
も
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
次
期
通
常
国
会
に
監
視
機
能
強
化
の
た
め
の
法
案
を
提
出
す
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
現
行
の
監
視
委
員
会
の

人
事
案
を
提
示
し
な
い
と
い
う
意
味
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
い
ず
れ
法
改
正
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
、

現
行
法
を
執
行
し
な
い
根
拠
に
な
る
理
由
は
何
か
。

�

蓮
舫
大
臣
は
、
再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
内
閣
総
理
大
臣
が
同
委

員
会
の
監
視
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
旨
の
答
弁
も
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
。

「
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
」
（
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
に
定
め
る
暫
定
的

な
総
理
の
権
限
行
使
に
係
る
規
定
が
違
法
と
認
識
し
て
い
る
た
め
か
。
も
し
違
法
な
い
し
不
適
切
と
認
識
し
て
い
る
な
ら

ば
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
規
定
を
改
め
ず
に
放
置
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


